
 

 

鉱山災害防止対策研究会報告書骨子（案） 

 

【はじめに】 

 

１．鉱山における災害発生状況 

（１）鉱山数、鉱山労働者数及び鉱山災害における罹災者数の推移 

（２）死亡者数、重篤者数、度数率及び重篤災害の度数率の推移 

 

２．鉱山における災害の分析 

（１）災害事由別の罹災者発生状況 

（２）鉱種別・事業者規模別の罹災者発生状況 

（３）経験年数及び年代別の罹災者発生状況 

（４）直轄・請負鉱山労働者別の罹災者発生状況 

（５）単独・共同作業別の罹災者発生状況 

（６）定常・非定常作業別の罹災者発生状況 

（７）災害要因 

 

３．第１３次計画の取組状況及び評価 

３－１．目標 

３－２．主要な対策事項 

（１）鉱山保安マネジメントシステムの導入促進 

（２）自主保安の推進と安全文化の醸成 

（３）個別対策の推進 

（４）基盤的な保安対策と新技術の推進 

（５）現場保安力の向上 

（６）国、鉱業関係団体等の連携・協働による保安確保の取組 

３－３．課題の整理 

 

４．今後の災害防止対策に向けた方向性 

４－１．目標 

４－２．主要な対策事項 

 

【おわりに】 

 

（参考１）鉱山災害防止対策研究会開催経緯 

（参考２）鉱山災害防止対策研究会委員名簿（敬称略 順不同） 

資料６ 


